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「悪い情報は速やかに上申」 後藤⽥正晴の危機管理の要点 備えて何も起こさず 
 
後藤⽥五訓が紹介されている。その１からその５まで、危機管理はこうであらねばならない
と、正に五訓である。危機管理に努め、その結果、重⼤事象に⾄らなければ幸いとする。 
 
この⾔葉を現在進⾏中の「新型コロナウイルス」のケースに当てはめてみるとどうなるか。 
 
その１ 省益を忘れ、国益を思え 
 内閣は必⾄で今回の流⾏を⾷い⽌めようとしている、と⾒受けられる。これに対して、野
党がどこまで協⼒的であるのか。これは⾒る⼈によって評価が異なるので、ここまで。 
 
その２ 悪い本当の事実を報告せよ 
 現状は把握できているようだが、PCR 検査の点数が増えない理由や、マスクの流通過程
の把握等、国⺠⼀丸となった活動にはこの精神がまだ落とし込めていない。 
 
その３ 勇気をもって意⾒具申せよ 
 危機管理の⽴場から。⼩中⾼校の臨時休校が安部⾸相の暴⾛であるとの意⾒はでたが、今
どうすべきであるかの意⾒具申は出てきていないように感じている。 
 
以下、略。 
 

 


